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看護系大学低学年生における学習上のバーンアウトと
学業的援助要請の関連
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問題と目的

看護学生を対象に実施した入学時から就職

年目までの縦断調査研究において，学習上のバ

ーンアウトは，入学年次から学年が進むに従っ

てその割合が高くなること，さらに学生時に学

習バーンアウトにあるものは就職１年目の離職

意向が高く，また就業意欲が低く，知識の応用

に乏しいことを明らかにしている（Rudman, 
2012）。わが国における看護師の早期離職率に関

しては， 年以降わずかに減少傾向にあるも

のの，日本看護協会による「 年病院看護実

態調査」では，新卒者 ％で近年５年間はほ

ぼ横ばいの傾向が続いている 日本看護協会広

報部， 。先述した看護基礎教育課程にお

ける学生の学習上のバーンアウト状態と就職後

の離職の関連は，わが国においても看過できな

い課題である。

看護系大学の教育カリキュラムは， 年生で

は学内で講義・演習による科目が主であるが，

２年生以降は臨地実習が加わり，学年が進むに

したがって過密な学習スケジュールとなる。教

員は効果的な教授方略の工夫や学習支援が必要

であり，また学生には主体的・自律的に学習を

進めて行くことができることが重要である。自

律的に学習するためには，低学年から，学習状

況をモニタリングし自己調整すること，また適

時，他者に支援を求めることが効果的に学習を

すすめて行く上で必要である。そこで，本研究

は，看護系大学低学年生における学習上のバー

ンアウトと学業的援助要請との関連を検討し，

学習支援に資する情報を得ることを目的とした。

方 法

調査対象 関東にある２校の看護系大学に在学

する学生に，無記名自記式質問票を用いて調査

を行った。調査は学生 519 名（１年生 283 名，

２年生 236 名）に調査協力を依頼し，200 名（１

年生 88 名，２年生 112 名）から回答を得た。な

お，調査は 2015 年 7 月から９月に実施した。

測定 1) 学習上のバーンアウトは先行研究を

参考に the Oldenburg Burnout Inventory（以下，

OLBI）16 項目を用いて測定した。OLBI 日本語

版の作成にあたっては尺度開発者に許可を得た

上で，順翻訳から逆翻訳の順序で日本語版を作

成した。2) 学業的援助要請は学業的援助要請尺

度（野崎，2003）を用いて，自律的援助要請（以

下，自律的要請），依存的援助要請（以下，依存

的要請），要請回避を把握した。

解析 OLBI 得点と学業的援助要請の学年によ

る差は t 検定により検討し，OLBI 得点と各援助

要請の相関関係は偏相関係数を算出した。

倫理的配慮

本研究は順天堂大学医療看護学部研究等倫理

委員会の承認を得て実施した。

結 果

OLBI 得点（range; 16〜64）は大学１年生では

30.9 ± 5.4，２年生は 32.0 ± 5.2 であり学年によ

る差はみられなかった（ t = -1.4, p = .164）。学業

的援助要請の自律的要請，依存的要請，要請回

避の得点（range; 1〜5）は順に，１年生で 3.50 ± 
0.59，2.74 ± 0.69,  2.42 ± 0.80, ２年生で 3.54 ± 
0.62，2.72 ± 0.71, 2.50 ± 0.78,であった。な OLBI
得点と自律的要請，依存的要請，要請回避との

相関関係を偏相関係数でみた結果は，1 年生で，

r = - .273, r = .166, r = .003,であり，2 年生では r = 
-.030, r = .051, r = .237 であった。

考 察

本研究対象において，学習上のバーンアウト

は１年生に比べて２年生で高くなっていた。学

業上の援助要請に関しては学年による特徴的な

違いはみられなかったが，学習上のバーンアウ

トと学業上の援助要請の関係においては，1 年

生で自律的援助要請が学習上のバーンアウトと

負の関係を示したことに対し，２年生において

は要請回避が学習バーンアウトと正の相関関係

にあった。学年が上がるに従い学習課題が増え

ることがバーンアウト傾向を高め，学習行動も

異なる特徴を示した結果と推察される。また，

２年生に援助要請を回避することがバーンアウ

トに関連していたことは，学生の学習状況をと

らえるとともに学習支援のあり方を検討する必

要が示唆された。  
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社会的事象の本質を捉える思考を促す介入について
―学習者自らが性質を抽象化するためにはどのような発問が有効か―
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問題と目的

社会科が暗記科目と認識される理由として，単

元で学んだ内容がその単元に閉じており，他の領

域に関連づけられていないということが考えられ

る。概念の般化可能性を検討した研究 藤田，

では，概念あるいは概念的知識を研究者側が

教示・提示した後に課題が実施されることが多い。

これらの研究の場合，学習者にとって抽象度の高

い概念は与えられるものであるため，学習者自身

が主体的に知識の抽象化・概念化を行うプロセス

については十分に検討されていないと考えられる。

以上を基に，本研究では学習者自らが社会科学

的事象の性質を捉え，その性質を抽象化するプロ

セスに着目し，そのことを促す方法を，個別面接

によって明らかにすることを目的とする。 
方 法 

参加者と実施時期 新潟県内の公立中学校 1 年生

53 名(実験群 28 名，対照群 24 名)であった。実施

時期は，2019 年 1 月下旬から 2 月上旬にかけて

であった。 
調査内容と調査手続き 個別面接を放課後に一人

あたり 20 分程度で行った。課題は人口に関わる

問題を抱える地方自治体を扱い，その問題に対す

る取組の目的を尋ねた。まず過疎の自治体二つに

ついて尋ね(Ⅱ’)，さらに過密の自治体について尋

ねた(Ⅲ)うえで，三つの自治体を合わせての目的

を尋ねた(Ⅳ’)。なお，実験群では取組の共通点・

相違点(Ⅱ) (Ⅳ)を尋ねてから目的(Ⅱ’) (Ⅳ’)を尋ね

た。対照群では目的のみを尋ねた。最後に評価課

題として「過疎」・「過密」と同様に人口に関わる

「少子化」について対策の目的を尋ねた。

結果と考察 
実施した課題に対する生徒の解答を本質的理解

に至る水準として 3 水準に分類した。(2:社会の維

持・発展に関連づけている，1:各社会問題固有の

問題の解決について述べている，0:各自治体で行

われている具体的な取組について述べている。) 
発問に対する群間差の検討 各発問(Ⅱ’・Ⅲ・Ⅳ’・
Ⅴ)において水準の人数分布に群間の差が生じた

かを χ2 検定を用いて検討した。その結果，どの発

問においても有意差は見られなかった(n.s.)。 
各群内の変化 共通する規準を使用したⅡ’，Ⅳ’，
Ⅴに対し，各群内のそれぞれの間で変化が生じて

いたかを検討した(Bhapkar 検定)。その結果，実

験群では(Ⅱ’，Ⅳ’(p=.026)) (Ⅳ’，Ⅴ(p<.001)) 間で

の変化が有意であった(Figure 1 参照）。一方で対

照群では各発問間で有意な変化は認められなかっ

た。特徴的な水準間の移動を検討するために下位

検定を行った結果，実験群では(Ⅳ’,Ⅴ)間で水準 1
から 2 への移動が有意であった(p<.001)。参考ま

でに分析を行った結果，対照群でも(Ⅳ’,Ⅴ)間で水

準 1 から 2 への移動は有意であった(p=.001)。 
共通点・相違点を問うことによる影響の検討 共

通点・相違点を問うことの影響を分析するため，

両者を問うⅡとⅣにおいて高水準であった群と低

水準であった群に分け，ⅡについてはⅡ ’ⅢⅣⅣ ’
Ⅴ，ⅣについてはⅣ’Ⅴの各人数分布について χ2

検定により群間差を検討した。分析を行う際，Ⅳ

では水準 0 と 1 を合計したものを低群とした。そ

の結果，ⅡについてはⅢとⅤにおいて有意傾向と

なった (p<.10)。一方，ⅣではⅣ ’(p=.005)とⅤ

(p=.024)において群間で有意差が生じていた。 
以上の結果から，中学 1 年生段階ではあえて共

通点・相違点を問わなくても「複数事例」という

条件設定の下では共通点・相違点を前提として考

察する生徒がいる可能性が示唆された。次に共通

点・相違点を捉えることは抽象度の高い関係性を

捉えるうえで有効であるという示唆が得られた。

特に難度の高いⅣの結果から「複数の情報の処理」，

「表面的に異なる事象に対する共通点の認識」が

より高次の本質の理解に必要な要素である可能性

がある。両群とも(Ⅳ'，Ⅴ)間で水準 1 から 2 への

移動が有意になった点について，先述の二つから

対照群においてもⅣ’で生徒は共通点・相違点を踏

まえた思考をしている可能性があると予想される。 
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